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日本国家公務員労働組合連合会（国公労連）

水曜日は定時退庁で
命と健康を守ろう

　◆使用者は賃金不払残業を起こすことのないようにするために、労働時間適正

把握基準を遵守する。また、労働組合も、労働者に対して労働時間適正把握基準の

周知を行う。

　◆労使からなる委員会（労使協議組織）を設置して、実態の把握、具体策の検討及

び実施、具体策の改善へのフィードバックを行う。

　◆賃金不払残業が存在することはやむを得ないとの労使双方の意識（職場風土）

をなくしていくとりくみを行う。

　◆賃金不払残業の是正という観点を考慮した人事考課の実施（賃金不払残業を行っ

た労働者も、これを許した現場責任者も評価しない）等、現場レベルでも徹底する。

賃金不払残業の解消への指針（一部抜粋）
2003年5月23日
厚生労働省

　
い
ま
私
た
ち
の
職
場
は
、過
酷
な
定
員
削

減
や
業
務
効
率
化
の
押
し
つ
け
に
よ
り
、長

時
間
過
密
労
働
が
ま
ん
え
ん
し
、過
労
を
原

因
と
し
た
現
職
死
亡
や
過
労
自
殺
が
増
大

し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
人
事
院
に
よ
る
「
国
家
公
務
員
長

期
病
休
者
実
態
調
査
」（
２
０
０
３
年
３
月

25
日
）
で
は
、
原
因
と
な
っ
た
傷
病
の
第
１

位
が「
精
神
及
び
行
動
の
障
害
」（
全
長
期
病

休
者
の
29
％
）
と
な
る
な
ど
、
過
労
に
よ
る

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
問
題
が
深
刻
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　
厚
生
労
働
省
は
、
５
月
23
日
に
「
賃
金
不

払
残
業
の
解
消
を
図
る
た
め
の
指
針
」を
出

し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
労
働
時
間
の
把
握
は

使
用
者
の
責
任
で
あ
る
こ
と
を
明
記
し
た

「
４
・
６
通
達
」（
２
０
０
１
年
４
月
６
日
）の

遵
守
を
あ
ら
た
め
て
求
め
る
と
と
も
に
、職

場
風
土
の
改
革
、適
正
な
労
働
時
間
管
理
を

行
う
た
め
の
シ
ス
テ
ム
の
整
備
、責
任
体
制

の
明
確
化
と
チ
ェ
ッ
ク
体
制
の
整
備
な
ど
、

労
働
時
間
管
理
の
適
正
化
を
通
じ
て
賃
金

不
払
残
業
の
解
消
を
図
る
と
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
労
使
協
議
組
織
を
設
置
し
て
、
不

払
残
業
の
実
態
を
把
握
す
る
こ
と
な
ど
、労

使
の
協
力
や
労
働
組
合
に
求
め
ら
れ
る
役

割
、労
使
が
と
り
く
む
べ
き
事
項
に
つ
い
て

も
言
及
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
を
ふ
ま
え
て
、職
場
ご
と
に
労
働
者

代
表
が
参
加
し
た
「
対
策
委
員
会
」
の
設
置

を
求
め
る
な
ど
、
超
勤
縮
減
、
不
払
残
業
の

根
絶
へ
向
け
た
と
り
く
み
を
、全
国
各
地
で

す
す
め
ま
し
ょ
う
。
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縮
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機
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